
 

枯渇する工芸品原材料（壺屋焼化粧土）に関する調査研究 

 
 

花城可英、赤嶺欣哉 
 

 沖縄県は、伝統的工芸品である壺屋焼の原材料の確保を目的として、恩納村安富祖地区で原材料の賦存調査

を実施した。この調査で得られたボーリングコア中の砂質シルト層部にある白色の安富祖粘土について、その

鉱物組成等の性状を分析した。その結果、安富祖地区観葉植物団地内で採取されたボーリングコアは、安富祖

粘土とされる白色部の層厚が比較的厚く、粗粒部が少なかった。また鉄分が１％前後と少なく、焼成試験体は

白色を呈し、壺屋焼化粧土として利用可能であることがわかった。 

 

１ はじめに 

壺屋焼は沖縄県を代表する陶器であり、伝統的工芸品

に指定されている。壺屋焼は、無釉の「荒焼」と赤土に

白化粧を施し釉掛けした「上焼」に大別される。この上

焼に用いられる化粧土は、沖縄県内おいて新たに確保す

ることが困難であり、将来的に伝統的工芸品の供給に懸

念がある。 

壺屋焼に使用される化粧土として、これまで、沖縄本

島北部で採掘されていた喜瀬粘土及び安富祖粘土が伝統

的工芸品の原料として指定されている。喜瀬粘土はホテ

ル建設により採掘困難（1995年）となり、安富祖粘土は

不法採掘による土砂流出が問題となり、地権者等から採

掘の許可が得らえず採掘禁止となった（2001年）。その

ような状況の中、壺屋陶器事業協同組合は採掘禁止とな

っている崖から離れた安富祖地区観葉植物団地内の農地

付近から安富祖原土を60 t確保した（2013年）。しかし、

組合外の需要にも応えて販売したため、その在庫は逼迫

している。 

今回、沖縄県は壺屋焼原材料確保を目的として、恩納

村安富祖地区でボーリング調査を実施した。その調査業

務報告書（以下、報告書）において「安富祖粘土」1)と

した試料について化学組成などの分析を行い、化粧土と

しての利用の可能性について明らかにしたので報告する。 

 

２ 実験方法 

2-1 試料 

安富祖地区のボーリング調査地点を図１に示す。以前

B-5及びB-6間付近の安富祖地区観葉植物団地で安富祖粘

土が確認され、採取が行われていた。またB-1、B-2、B-

3及びB-9付近の北側崖部分では、露頭が確認されている。 

報告書では、採取されたボーリングコアのうち砂質シ

ルトで白色部を安富祖粘土としている。前回採取地に近

く、白色部の層厚が比較的厚いB-5及びB-8では複数試料

を採取した。B-8は安富祖粘土とされる層より下部に白

色部が認められたので、試料を追加した。B-4及びB-6に

ついては、白色の砂質シルトが確認できなかった。 

ボーリングコアと試料採取箇所を図２に示す。なお、

コアの試料採取位置は赤丸で示す。 

 

 
図１ 安富祖地区ボーリング調査地点 
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各ボーリングコアから塊状の白色試料を採取し、風乾

後、乳棒で軽くほぐす程度に粗砕し、100 g量り取った。

粗粉砕した試料を目開き2 mmのフルイ（以下、2 mmフ

ルイ）により分級しフルイ上に残った残渣を粗粒部とし

た。 

2-2 化学組成及び強熱減量  

化学組成は、エネルギー分散型蛍光X線分析装置

（PANalytical社製、Epsilon３XL）を用いて測定した。

試料はルーズパウダー試料容器によるFP法により求め

た。強熱減量はJIS M 8853 セラミックス用アルミノけ

い酸塩質原料の化学分析方法を参考に、磁器るつぼを使

用し、1,025℃で1時間強熱することにより求めた。 

 

2-3 鉱物組成 

X線回折装置（RIGAKU社製、UltimaIV）を用いて測

定した。 

 

2-4 粒度分布 

2 mmフルイ下試料を用い、レーザ回折散乱式粒度分

布装置（マイクロトラック・ベル社製、MT3300EXⅡ）

を用いて、水を溶媒として湿式で測定した。 

 

2-5 焼成試験 

試料に水を加え、混練してテストピースを作成し、小

型電気炉を用い、1,250℃で焼成した。焼成試験体は目

視により呈色を確認した。 

 

３ 実験結果及び考察 

3-1 2 mmフルイ試験結果 

安富祖粘土の層厚と試料採取位置、2 mmフルイ試験

結果を表１に示す。 

B-5及びB-8のコアから複数の試料を採取し、試料名を

B-5①、B-5②、B-5③、B-8①、B-8②及びB-8③とした。 

 

 

図１において安富祖粘土の露頭が確認できる崖付近の

B-1、B-2、B-3及びB-9は、安富祖粘土の層厚が0.1 m～

図２ 各ボーリングコアと試料採取位置 

表１ 安富祖粘土の層厚と試料、フルイ試験結果 

2mm<

上 端 下 端 (%)

B-1 0.8 1 0.2 B-1 0.9 30.5

B-2 2.7 2.8 0.1 B-2 2.7 47.3

B-3 0.8 1.5 0.7 B-3 0.9 27.8

B-9 0.7 1 0.3 B-9 0.8 23.8

B-5 3 4.7 1.7 B-5① 3.3 1.8

B-5② 3.8 1.8

B-5③ 4.2 29.5

B-7 2.95 3.05 0.1 B-7 2.9 3.7

B-8 3.85 4.6 0.75 B-8① 3.9 0.2

B-8② 4.1 0.5

B-8③ 4.8 23.3

深度GL-(ｍ) 採取
位置
(m)

層厚
（ｍ）

試料名
調査
地点
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0.7 mと比較的薄く、また2 mm以上の粗粒部が23.8％～

47.3％と高くなっている。このことから、化粧土として

利用できる可能性は低いと考えられる。 

これに対し、B-5は安富祖粘土の層厚が1.7 mと比較的

厚く、B-8は安富祖粘土の層厚が0.75 mであるが、さら

に下層に白色部が確認できる。これら試料の安富祖粘土

上層は2 mm以上の粗粒分が少ない。しかしながら、B-5

及びB-8とも深度が深い試料ほど、粗粒粒分が20％を越

えて多い。 

 

3-2 化学組成及び強熱減量 

試料の化学組成と強熱減量を表２に示す。 

表２ 試料の化学組成と強熱減量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

試料のうち、安富祖粘土の露頭が確認できる崖付近の

B-1、B-2、B-3及びB-9は2 mm以上の粗粒部分が多く、

化学組成はSiO2が60％前後、Al2O3が20％台であった。

これに対し、安富祖地区観葉植物団地のB-5及びB-8は

SiO2が70％を越えて多く、Al2O3が10％台と少ない。 

B-1、B-7以外の試料は、Fe2O3が1％前後と比較的少な

く、TiO2が1％前後であるため、TiO2の影響により若干

着色する可能性もあるが、白化粧土として使用できると

考えられる。 

また、今回採取した試料はNa2Oが少なく、相対的に

K2Oが多い。 

 

3-3 鉱物組成 

安富祖粘土試料B-3のＸ線回折結果を図３に示す。 

各試料ともピーク高さに差はあるが、粘土鉱物の一種

であるセリサイトと石英のピークが確認できる。 

セリサイトの理想化学組成はKAl2AlSi3O10(OH)2であ

り、カリウムを含む粘土鉱物である。Ｘ線回折結果は、

ナトリウムが少なく、カリウムが多いという化学分析結

果を裏付けている。 

 

図３ Ｘ線回析結果（B-3） 

3-4 粒度分布 

試料B-5①、②、③の粒度分布測定結果を図４に示す。 

 

図４ 粒度分布測定結果（B-5） 

各試料とも10 μm及び200 μm付近に粒度分布のピーク

を示している。また、2 mm以上の粗粒部が多いB-5③の

試料は1,000 μm付近にも複数のピークが見られる。 

安富祖粘土は、風化残留性粘土であるため粘土分が少 

なく、母岩に由来する珪石粒と珪砂を多く含む2)ため、

このような粒度分布を示していると考えられる。 

今回得られた安富祖粘土を化粧土として利用する場合、

すい簸、あるいは粉砕処理し、木節粘土などを配合する

必要があると考えられる。 

 

3-5 焼成試験 

1,250℃で焼成した試験体を図５に示す。 

焼成した試験体はFe2O3の量により、呈色に違いが見

られる。Fe2O3を3％含むB-1は黄土色を呈しており、化

粧土として利用は難しいと考えられる。Fe2O3が1％前後

のB-2、B-3、B-9、B-5及びB-8は白色を呈しており、化

粧土として利用可能と考えられる。 
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図５ 焼成試験体（1,250℃） 

４ まとめ 

安富祖粘土の露頭が確認できる崖付近のボーリング地

点B-2、B-3及びB-9は安富祖粘土とした白色の砂質シル

ト層が0.1 m～0.7 mと薄い上に、2 mm以上の粗粒部が

23.8％～47.3％と多い。Fe2O3は1％以下で、焼成体は白

色を呈しているが、大量に確保する化粧土としての利用

は難しいと考えられる。 

安富祖地区観葉植物団地のボーリング地点B-5及びB-8

は安富祖粘土層が比較的厚く、その上層は2 mm以上の

粗粒部が少ない。Fe2O3は1％以下となり、焼成体は白色

を呈している。粒度分布は10 μm及び200 μm付近にピー

クを示しており、粉砕後に粘土を配合することにより、

化粧土として利用可能であると考えられる。 

 

本研究は、令和６年度実施の工芸産業育成対策費「工

芸原材料供給強化・支援事業」のうち、「枯渇する工芸

品原材料（壺屋焼化粧土）に関する調査研究（2022技

003）」として実施した。 
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An Investigative Study on the Depleting Craft Raw Material (Tsuboya 

Ware Engobe) 
 

Kaei HANASHIRO, Kinya AKAMINE 
 

Okinawa Industrial Technology Center 
 

A geological survey was conducted in the Afuso District of Onna Village to estimate the amount of available raw materials for 
Tsuboya ware, a traditional craft product of Okinawa Prefecture, with the aim of ensuring the stability of their supply. We studied the 
mineralogical composition and other properties of the white Afuso clay in the sandy silt layers of the boring cores obtained from this 
survey. The results revealed that the drilling core sample from the ornamental foliage plant park in the Afuso District contained a 
relatively thick white layer, identified as Afuso clay, and had a low proportion of coarse particles. With a low iron content of around 1 
percent, calcined specimens exhibited a white color, indicating that the sampled clay can be used as Tsuboya ware engobe. 
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